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研究成果の概要（和文）： 本研究は、論証に関する推論能力に着目し、説明的文章読解指導のためのスパイラルカリ
キュラムの構築を目的とする。日常的な推論は偏向しているため、論証に関する推論においては論理構築だけでは十分
でなく、意味内容形成、コンテクスト分析も必要である。
 そこで、３つの下位能力を設定し、日常的な推論の偏向に対応する論理的認識力を概念規定した。３つの下位能力を
往還的かつ相互補完的に機能させることが重要であることを明らかにし、３つのStrandによって構成されるスパイラル
型の説明的文章読解カリキュラムを構築した。

研究成果の概要（英文）： The purpose of this study was to construct the spiral curriculum for reading 
instruction of explanatory text, focus on reasoning ability of argumentation. Because the daily reasoning 
has a bias, in reasoning about argumentation, meaning contents and context analyzing as well as formal 
logic are needed.
 Therefore I establish 3 lower-level abilities, and I provide a concept about the “Logical Cognition 
Ability”, answer a bias of daily reasoning. I reveal a importance that each of 3 lower-level abilities 
function to complement, and I construct the explanatory text reading spiral curriculum, that is composed 
of 3 strands.

研究分野： 国語科教育

キーワード： 論理的認識力　説明的文章　論理構築能力　意味内容形成能力　コンテクスト分析能力　スパイラルカ
リキュラム　Strand　小学校国語科
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１．研究開始当初の背景 
 新学習指導要領実施後、思考力・判断力・
表現力等の充実に向け、論証に関する推論能
力育成に関して様々な立場から研究が進め
られている。しかし、育てるべき能力の概念
規定が十分になされておらず、能力育成のた
めのカリキュラムも系統性に問題を抱えた
状態である。 
 
２．研究の目的 
(1) 論理・論理的思考に関する先行研究お
よび概念整理論考の成果を批判的に継承し
た上で、論理的認識力の設定の必要性を述べ、
その概念規定を行う。 
 
(2) 学習指導要領のもつカリキュラム構造
の問題を明らかにするとともに、諸外国の読
解能力育成のためのスパイラルカリキュラ
ムの構造を検討し、構造的特徴を明らかにし、
その可能性を検討する。その上で、論理的認
識力育成のためのスパイラルカリキュラム
を構成するための要点を明らかにして、学年
目標および教材選定のあり方について検討
する。 
 
(3) 研究の目的(1)および(2)の成果をもと
にして、論理的認識力を高めるための説明的
文章の読みに関するスパイラルカリキュラ
ム（小学校 1 学年～6 学年）を構築すること
を目指す。具体的には、学年目標および指導
目標に沿った教材を選定して、論理的認識力
を高めるスパイラルカリキュラムを構築す
る。 
 
３．研究の方法 
(1) 日常的推論に関する認知心理学の研究
成果をもとに、日常の論理が偏向しているこ
とを明らかにするとともに、その克服に向け
て開発された形式論理が克服できなかった
課題について明らかにし、新たな能力（論理
的認識力）を設定することの意義を述べる。 
 
(2) 設定した論理的認識力が果たす機能を
実現するために必要な下位能力を明らかに
するとともに、その内実を実践的に明らかに
し、下位能力相互の関係を明らかにする。 
 
(3) 学習指導要領の構造がもつ課題を、異
なる構造（スパイラル型）のカリキュラムと
の比較によって明らかにし、課題解決のため
のカリキュラム構造について検討する。 
 
(4) 望ましいカリキュラム編成の枠組みを
明らかにするために、論理的認識力から見た
日本の教科書分析を行う。そして、スパイラ
ルカリキュラム運用にあたって留意すべき
点を明らかにするためにカナダ・トロント大
学附属学校の授業と教師の分析を行う。その
上で、論理的認識力育成のためのカリキュラ
ム編成の枠組みを明らかにする。 

 
(5) 論理的認識力育成のためのスパイラル
カリキュラムを構築する。具体的には、論理
的認識力育成の意義など、カリキュラムの原
理を明示するとともに、目標群を構造的に示
し、対応する教材を示す。 
 
４．研究成果 
(1) 日常の論理の偏向に対応するために、
論理的認識力の設定が必要であることを示
した。具体的には次のように焦点をあて議論
を進めた。 
まず、形式論理は外延のみを対象とし、内

包を問題としないため、日常的な推論を対象
とすることに限界をもつ。そのため、既に意
味内容の形成をも射程に入れた先行研究が
散見される。しかし、それらは論理構築と意
味内容形成とを構造的にとらえたものでは
なく、再検討を要する。また、論理構築と意
味内容形成とは、筆者や読者のコンテクスト
によっても影響を受け、偏向する。 
このような日常的な推論の偏向に対応す

るためには、論理構築能力、意味内容形成能
力、コンテクスト分析能力のそれぞれを下位
能力として構造化した新たな能力、論理的認
識力が必要であると考えられる。 
 
(2) 論理的認識力の概念規定を行った。３
つの下位能力（論理構築能力、意味内容形成
能力、コンテクスト分析能力）の構造および
実相を明らかにするとともに、それらが往還
的かつ相互補完的に機能することで認識の
限界を克服することができることを実践的
に明らかにした。その上で、能力の構造を図
１のように示した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図１ 論理的認識力の構造 

 
(3) 学習指導要領における読解カリキュラ
ムは異なる能力を積み上げる構造であるた
めに、系統が不明確になっているが、そのこ
とが小学校における説明的文章読解指導の
難しさを生み出す要因になっていることを



論じた。その上で、アメリカ合衆国およびカ
ナダ・オンタリオ州の読解指導スパイラルカ
リキュラムを分析し、基礎構造としての
Strand の存在を指摘した。さらに論理的認識
力の下位能力それぞれを Strand として位置
づけることで系統が明確になり、指導の改善
につながる可能性を指摘した。 
 
(4) ３つの下位能力それぞれの系統につい
て、目標設定のための枠組みを明らかにした。  
具体的には、論理構築能力に関しては、先

行研究の検討をとおして「論理の型」「基本
的な結束性」という観点を設定し、それぞれ
の内実と系統を明らかにした。その上で、論
理構築能力の系統を観点として教科書教材
の分析を行い、意味内容形成能力の系統を明
らかにした。さらに、コンテクストの影響を
考えながら論理構築および意味内容形成を
メタ的に捉え直すことを可能にするために、
どのようにコンテクスト分析能力を育成し
ていくかの系統も明らかにした。そして、ス
パイラルカリキュラムを実際に運用してい
る教師との対話、授業分析を通してカリキュ
ラムを授業づくりにどのように生かすべき
なのかを明らかにした。 
 
(5) 論理的認識力を高めるためのスパイラ
ルカリキュラムを実際に構築した。カリキュ
ラム編成の哲学を明示した上で、総括目標、
Strand を貫く目標を示して、Strand それぞ
れを構成する学年目標を示した。また、平成
23 年度版小学校国語科教科書教材の全てを
検討し、カリキュラムを具体化するために適
切な教材を選定した。 
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